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はじめに

北海道中軸部に分布する白亜系の下部蝦夷層群と中部蝦夷

層群の境界には，多くの地域で不整合が存在すると考えられ

てきた. この不整合は，蛇紋岩メランジェの上昇に伴う神居

古海帯の隆起により堆;積盆が東西に二分され，隆起帯を中心

にして最も顕著に形成されたと考えられており(新井田・

紀藤， 1986)，この不整合を形成した造構運動は中蝦夷地変と

呼ばれている(猪間， 1969).中蝦夷地変による下部蝦夷層群

および空知層群の削祭IJは，夕張山地東部から日高山脈西縁部

に至る地域で著しく，中部蝦夷層群慕底磯岩層に含まれる礁

は空知層群および下部蝦夷層群由来と考えられてきた

(小山内ほか， 1958，など).

夕張山地東部地域と日高山脈西縁部地域との中間に位霞す

る双珠l.JIJ地域では，中蝦夷地変による不整合が模式的に露出

するとされている(小山内・松下， 1959). ここでは，中部蝦

夷層群の基底磯岩層が下部蝦夷層群中に侠在するオルビトリ

ナ五灰宕の層準を直後覆うと考えられてきた. しかしこの

“基底磯岩層"は堆積相の観察から，オリストストローム中の

隊指オリストリスであり，同時にオルビトリナ石灰岩もオリ

ストリスであることが明らかになった.さらに本研究によ

り， これら機岩オリストワスおよび石灰岩オリストリス中の

庄質粘土岩礁から，三，克紀 Anisianの放散虫およびコノドン

ト化石，ジュラ紀中期 Bathonianとジュラ紀後期

Oxfordianを示す放散虫化石を検出した.み;論では従来不整

合の落底機宕とされてきた際手;を|再検討するとともに，これ

らの化石を報告し，オリストストロームの供給源と中蝦夷地
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変について考察する.

岩相記載

双珠別地域は神居古揮;容とイドンナップ帯の聞に位置する

向斜構造帯の東翼にあたり， NNW-SSE走向をもっ蝦夷層

群が分布する.著者のうち高嶋は，双珠別川およびその支流

の二番滝の沢に分布する下部蝦夷層群から中部蝦夷層群に至

る一連の層序を再検討した (Fig.1).その結果，下位より Sa，

Sb， Sc， Sdの4つの岩相からなるユニ y トが識別された

(Fig. 2). 

Saユニット 泥お優勢のターピダイト砂岩・泥岩の互層

からなる.砂岩ー単!蓄の厚さは 5-15cmが多い.

Sbユニット:石灰岩塊を含むオリストストロームからな

り，下部・中部・上部に縮分できる.

下部:塊状砂岩ブロック(=オリストリス)とバラバラな

方向に配列したタービダイト砂岩泥岩互層ブロックが互いに

接している.Saユニット最上部の互層は沼曲・流動化し，互

層未回結時の荷重・流動変形を示唆する.

中部:泥質基質が石灰岩ブロック，磯岩ブロック，塊状砂

岩ブロックを挟在する (Fig.3).篠宕ブロックは細~中磯大

の円磯から構成され，礁は中粒砂岩の基質で支持されてい

る.機種はチャート， ~去質粘土宕，砂岩を主とする.石灰岩

ブロックは大型有孔虫オルピトリナを含み， li語瑚， rudist， 

Adiozoρtyxisなと¥浅海性の生物群からなる“coquina石灰

岩" (佐野， 1995)で，円磯や砂粒を副次的に含んでいる.

Fig. 1. Ind巴xmap sho、wingthe study ar巴a.(Base m江p
after two 1 : 50∞0∞0∞O'sc印al怜etopographic maps 0ぱf，Jap戸t乱an汀lD，
Quadrangle “守H日idak王a"to th巴 W巴stand 
east， Geographical Survey Institut邑 ofJapan). 
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Fig. 3. Field sketch of the so-called unconformable 

contact postulated by earlier workers at the base of 
pebbly conglomerate olistoliths (A). B: fine-grained 

sandstone olistolith. C: sandy mudstone matrix 

exhibiting contorted bedding 
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の供給源を明らかにする目的で，制機大の礁について微化石

の拍出を試みた. その結果， 50試料中 3試料から総計 44袴

の放散虫化石と，コノドント 1照を識別した (Fig.5).

放散虫化石の年代は得税築の構成袴:と，上下の層序間にお

ける種の交代のパターンを長視して， Gorican (1994)による

放散虫中層序と，年代jて!支は Gorican(1994)がJ:fJいている

上部:塊状砂岩と亀裂の発達する砂岩層からなる.

Scユニット:タービダイト砂岩と泥岩の薄互層からなる.

砂宕単層の厚さは 1-2cm.

Sdユニット:淡褐色~乳白色を呈する珪費凝灰質砂宕層

からなる.

今回報告する放散虫・コノドント化石は， Sbユニ y トに

含まれる磯岩オリストリス (SS4，SS 6)と石灰岩オリスト 1)

ス (SS7)中の礁から検出したもので，特に磯岩オリストリ

スはこれまで中部蝦夷層群の基底磯岩とされてきた. Fig.2 

に採取地点， Fig.4に産出層準を示す. Fig.4の柱状図が示

すように，オワストストローム層と判断された Sbユニット

の上下には， ターとダイト起源の“フリッシュ相"が発達す

る.このフリッシュ栂には，大型化石はほとんど含まれず，

放散虫などの徴化石のみが産出する.石灰岩および磯岩がブ

ロック状に泥質岩基質に取り込まれていることから (Fig

3)，暁瞭な浅海性の生物群を含む石灰岩と磯岩・砂岩などが

オリストストロームとして，深海のフリッシュ相堆積場に重

力降下したものと判断される. Sbユニット中のオルピトリ

ナは Iv1atsumaru(1971)によると Aptian後期の穫である.

大夕張地域ではオリストストローム層下位 17mから，

Globigerinelloides ferreolensis CMoullade)で特徴づけられ

るAptian後期の浮遊性有孔虫化石を援し， I司層上位 10m 

から， G. feγreolensisとTicinellaprimula (Siga1)が共産す

るAlbian初期の浮遊性有干し虫化石群集が得られていること

から(高d!鳥， 1996)，オワストストロームは Aptian最末期に

堆積したと推察される.

微化石年代

係主!オリストワスおよび石灰岩オリストリスを構成する礁

Plan m昌pshowing sample localities Fig.2. 
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Fig. 5. Triassic and Jurassic microfossils recovered trom slllceous claystone grav日ls，Soushubetsu area. Scale 
bar: 100μm. Sample number given in parentheses. 
1. Hozmadia gijuensis Sugiyama. (sample SS 4)， 2. Plafkerium? antiquum Sugiyama. (sample SS 4)， 3， 4. 
Triassocampe? spp. (sample SS 4)， 5. Zevius pera門冗atusSugiy丘ma.(sample SS 4)， 6. Archaeosemantis cris似nenS1S
Dumitrica. (sample SS 4)， 7， 8. Conodont: Veghella delicatula (Budurov). (sample SS 4)， 9. Archaeodictyomitra 
minoensis (Mizutani). (sample SS 6)， 10. Cinguloturris caγpatica Dumitrica. (sampl巴 SS6)， 11. Protunuma japonicus 
Matsuoka and Yao. (sample SS 6). 12. Ristola altissima (Rust) Group. (sample SS 7)， 13. Pseudodictyomitra? 
okamurai Mizutani. (sample SS 7)， 14. Williriedellum crystallinum Dumitrica. (sample SS 7)， 15. Tricolocapsa 
coπexa Matsuoka. (sample SS 7)， 16. Guexella nudata (Kocher). (sample SS 7)， 17. Hsuum maxwelli (Pessagno). 
(sample SS 7)， 18. Hsuum brevicostatum (Ozvoldova). (sample SS 7). 19. Dictyomitrella? kamoensis ivIizutani and 
Kido. (sampl巴 SS7)， 20. Eucyrtidiellum unumaense (Yao). (sample SS 7)， 21. Eucyrtidielium semifactum Nagai and 
ivIizutani. (sample SS 7) 

Odin and Odin (1990)に準拠して年代決定を行った. れ，同級に Anisianを街示する.

491 

試料 SS4 直径1.5cmの円礁.肉眼観察では泥茸チャー

トだが，鏡下では欣散虫化石が多く，ややI圭質な粘土質某質

がその間を埋める.放散虫化石は 10極，コノドント化石 l持:

を識別した.放散虫館体の 9実IJがEntactiniasppで，少ない

が Triassocampe?spp.が見られる Triassocampe?spp.， 

Archaeosemantis cristanensis Dumitrica， Hozmadia gifu-

ensis Sugiyama， Pseudostylosphaera sp.八 ofSugiyama 

(1992)， PlafkeriumつαntiquumSugiyamaの共産から，本群

集は Sugiyama(1992)の Triassocamμ coronata群集のfiTI

構成に類似し，ゴJ註紀中j羽Anisianを指示する.共産するコ

ノドン卜化石は VeghelladelicatulαC8udurov) が同定さ

試料 SS6・直径1.5cmの円株鏡トーでは粘土慈質支持で

放散虫化石を含む虫色球質粘土宕.放散虫化石は 22穏が識

別され，Zhamoidellum sp. Dが群集の個体数の 7害IJを占め

る • A. minoensis， C. car.ρatica. P. okamurai， P. japoηicus， R 

altissima， 収 crystallinum が ~ftl主することから，この群集は

Gorican (1994)の UA22-26に級似し特に Sethocaρsa

horokanaiensis KawabataがI主しないことから Gorican

( 1994)の UA22 23に対比され. Oxfordian最後期~

Kimmeridgianを指ボする.

試料 SS7 :石灰山中の直径1.8cmの黒色政質粘土KIf- 欣

散虫化石は 15fTIが減対IJされ.Tricolocαρsa sppが多いもの
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の，著しく個体数の多い種はない.本群集は，D.つkamoensis，

E. unumaense， G. nudata， H. brevicostatum， H. maxwelli， T. 

conexaが共産することから Gorican(1994)の UA12-13群

集に類似し， とくに Stylocapsa?spiralis Matsuokaやc.
caゆaticaを産しないことから， Gorican (1994)の UA12に

対比され， Bathoni丘n最後期を指示する.

考察

「中蝦夷地変」は，北海道の構造発達史の中で重要な事件と

されている.それは，現象的には， 下部蝦夷層群と中部蝦夷

層群の境界を函する不整合であるが，構造史の面からは神居

古i軍帯の!後起が原氏iで，下部蝦夷層群が堆積しつつある前弧

海盆に地背斜が出現し，上昇する地背斜の一部が海上に顔を

出して，その周辺に造礁J性の石灰岩が堆積し，また，地背斜

の一部は削剥されて，不整合面上に堆積した中部蝦夷!菌群の

“基底磯岩"の供給源となったという内容をもっている

(新井田・紀藤， 1986). したがって，この不整合は，神居古

摩帯隆起年代を限定するものであり，前弧海食の一部が海上

に現れるという大規模な上昇運動の証拠として重視されてき

た. しかし下部蝦夷層群からの化石の産出が乏しいため，こ

の不整合の示す時間間際を明確に示した研究例はなく，猪間

(1969)では Albian末期のごく短期間に起きたと述べている

にすぎない.

本研究では，(1)不整合面上にあるとされる磯岩は，本当に

“基底傑岩"であるのかどうか， (2)“基底磯岩"に含まれる礁

の源岩年代がいつなのかの 2点について検討を加えた.その

結果，下部蝦夷層群に挟在するとされてきた石灰岩は浅海

相の生物群からなる“coquina石灰岩"で，それは他の磯岩

オリストリス塊とともに，深海相の泥岩中に流下した重力下

降堆積物であり，まに“基底磯岩"下底の不整合は，本研究

で単一のオリストストローム層と認識した地層中の，石灰岩

オリストリスと磯岩オワストワスが重なる境界にヲiかれたも

のであることを明らかにした.さらに，石灰岩オリストリス，

磯岩オリストリス中に含まれる黒急珪質粘土岩の小円程襲から

放散虫化石を見いだして，三畳紀中期 Anisian，ジュラ紀中

期 Bathonian， ジュラ紀後期 Oxfordian-Kimmeridgianの

群集を識別した. これらの礁の源岩年代は，空知層群最下部

の年代であるジュラ紀 Tithonianより古く，空知層群あるい

はド部蝦夷層群由来と考えられる年代を示す!礁は認められな

い.一方，双珠l:iIJ地域の近傍に位置する神居古潔帯(狭義)

とイドンナ y プイ告には本報告の Anisianの機と同じ年代を

示すチャート層 (Horiand Sakakibara， 1994)が分布するも

のの，珪質粘土宕は報告されていないことから，機の源岩を

神医-r~め{得に求めることは耐難と考えられる.

今回，放散虫で年代が確立された，黒色粘土岩礁について

検討を加えると，同じ岩質・年代の地層は，東アジアでは，

シホテ・アリン得，ナダンハダ'R?，丹波一美濃足尾，:111秩父

借， 北部北上45， 渡島，思 (Kojima and Mizutani， 1987; 

Bragin， 1991; Sugiyama， 1992ほか多数)のジュラ紀付加体

からのみ綴告されている. このことはA波ほか (1992)が指

摘しているように，蝦夷層群ド部の堆積当時すでにジュラ紀

付加{本が西方の後背地に露出し，蝦夷層群堆積盆の没海域に

擦を供給していたことを示唆するもので興味深い.

蝦夷層群下部には，多くの地域において，石灰岩を含むオ

1)ストストローム (Sbユニット)と，基底部に土石流土佐積物

を伴う白色珪質凝灰質砂岩層 (Sdユニット)の 2つの特徴的

な海底地滑り堆積物を挟在している(高鳴， 1996，など).こ

れらの岩相は大夕張地域のシューパロ川層中のオサストスト

ロームと丸山嵐に相当する(本山ほか， 1991). このように，

神居古禅宗東翼の双珠l:iIJ地域と西翼の大夕張地域において問

ーの岩相が分布することは，両地域の蝦夷層群下部は向ーの

堆積盆で堆積したことを示している.さらに，下部蝦夷層群

の古流向は，夕張山地図側の大夕張地域と東側の山部・日高

地域においてともに西からの堆積物の供給を示しており

(君波ほか， 1978;高ー嶋， 1996)，岩相から得られた結論と整

合的である.すなわち，中蝦夷地変が説くような神居古湾平等

を東西に 2分する隆起帯の形成は再考を要する.
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